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まる。この時間的フィルターは、double step method や、仮現運動に対する主
観的反応を用いて、定量的に求められてきた。一方で、広い視野に及ぶテクス
チャー刺激の急な動きで引き起こされる追従眼球運動  (ocular following 
response; OFR)より、初期低次視覚における時間的フィルターを定量的に求め
られる可能性があるが、そのような試みが行われたことはなかった。OFR のメ
カニズムとしては、motion energy model が想定されていることから、本研究












この性質は Sheliga ら (2006)、Nohara ら(2015)の先行研究と一致するもので
ある。この性質は、時間的フィルターが二相性であれば導かれるものであるの
で、この点からも motion energy model が支持された。また、ISI が 0 ms の条
件では、OFR はごく微小な値となったが、第一フレームを提示する長さ（motion 
onset delay; MOD）からの影響が示唆された。そこで、実験２を行った。実験
２では、MOD を 0 ms から 640 ms まで変えることで、MOD が長いほど、OFR
が減少することが観察された。このことは、一種の adaptation であると解釈で

























  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年２月２３日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
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